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駅
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ら
北
側
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分
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境
内
自
由
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駐
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場
）
あ
り

（
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話
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な
し
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佐
吉
狛
犬
の
深
い
彫
り

東

城
八
幡
神
社
は
川
西

町
下
永
東
城
地
区
の
鎮
守
社

で
｢
東
城
｣
は
外
敵
の
侵
入

を
防
ぐ
と
り
で
が
築
か
れ
て

い
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す

流
造
銅
板
葺
の
本
殿
は

大
和
川
を
背
に
し
て
集
落
北

側
に
建
っ
て
い
ま
す
。
祭
神

は
誉
田
別
命
、
足
仲
彦
命
、

息
長
帯
姫
命
の
三
柱
で
す

が
、創
建
年
代
は
不
明
で
す
。

本
殿
東
隣
に
は
神
宮
寺
で

あ
る
白
米
寺
が
あ
り
ま
し
た

が
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
廃

寺
と
な
り
ま
し
た
。
仏
像
類

は
地
区
内
に
散
逸
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
１
９
６
３
年

ご
ろ
に
建
て
ら
れ
た
「
旧
白

米
寺
収
蔵
庫
」
に
保
管
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
阿
弥
陀
堂

の
本
尊
と
し
て
安
置
さ
れ
て

い
た
重
文
の
木
造
阿
弥
陀
如

来
坐
像
は
八
幡
神
の
本
地
仏

で
あ
り
、
神
仏
習
合
の
典
型

例
で
す
。

本
殿
前
に
は
石
灯
籠
が

基
、
並
ん
で
い
ま
す
。
大
部

分
が
幕
末
ご
ろ
の
も
の
で
す

が
、１
基
に
は
１
６
０
６（
慶

長

）
年
の
銘
が
あ
り
、
同

町
で
は
糸
井
神
社
に
次
ぐ
古

い
も
の
で
す
。

拝
殿
前
の
一
対
の
こ
ま
犬

は
丹
波
佐
吉
の
作
で
、
町
指

定
文
化
財
で
す
。
本
体
と

框
座
を
砂
岩
の
一
材
か
ら

彫
り
出
し

蕨
手
状
の
尾
の

先
端
や
基
台
の
｢
奉
献
｣
の
彫

り
の
深
さ
に
個
性
が
み
ら
れ

ま
す

佐
吉
狛
犬
の
中
で
は

中
期
に
属
す
る
１
８
５
９

(
安
政
６
)
年
の
製
作
で
｢
作

師
照
信
花
押
｣｢
大
坂
住
石
工

佐
吉
｣
の
銘
が
あ
る
の
は
他

に
杵
築
神
社（
三
宅
町
伴
堂
）

の
こ
ま
犬
だ
け
で
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

辰
巳
裕
世
）

東
城
八
幡
神
社
の
拝
殿
‖
川
西
町
で


